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さいたま市南区文蔵5-22-8-510 
電話 050-3552-9801 

 

日時 令和 7 年 1 月 26 日（日） 

   午後１時～ 

  （午後０時 30 分より受付） 

会場 吉池食堂 

   （JR 御徒町駅前・吉池本店

ビル 9 階 右の案内図参照） 

   050-5484-5295 

会費 6,000 円 

出欠はこの会報に同封の返信用ハ

ガキにて 1 月 15 日(水)までに到着

するようご返信お願いします 

 
■相崎重明さん日本画展■ 
10 月上旬、教育講演会と同じ時 

 

 

期に片貝総合センターで開催され

た相崎重明さん（陽光会・片貝町

四之町在住）の個展の鑑賞に訪れ

ました。 

会場では相崎さんご夫妻がお茶を

振る舞いながら描いた風景・人物

への思いなどをお話くださったこ

とでより楽しく鑑賞できました。

また心が動く絵がありました。 

ご夫妻の優しいお人柄と故郷の

居心地の良さを改めて感じるひと

時でした。 

■新理事紹介■ 
・ 飯尾真由美さん（S60卒 輝友会 

・ 荒木一枝さん・五十嵐貴子さん・木

村美保子さん（S62卒 平成会） 

・ 竹原浩子さん（S63卒 飛翔会） 

（令和６年１１月就任） 
 

■ありがとう もみの木■ 
片貝小学校のシンボルツリー

「もみの木」ですが、うち 1 本で

葉をつけない枝が増えたため、樹

木医に何度か診ていただいており

ました。しかしながら、徐々に枯

れてきてしまい、強風等による倒

木の恐れがあったため、児童や地

域の皆様の安全を最優先に、８月

20 日、クレーン車を入れて伐採し

ました。伐採した木材はキーホル

ダーと校名入り記念看板に加工す

るなど活用していきます。 

  

令和７年新年会のご案内 

新年会についてのお問合せ先 
050-3552-9801  (会長 安達亮一) 
ryoichi.adachi@tokyo-katakaikai.net 

~令和 7 年 東京片貝会新年会 開催要領~ 

LINE グループ 

「なじらね片貝」 

最新情報をスマホにお届 

けします 

 

こちらのLINEアカウント（理

事の友田啓(あきら)さん）まで 

氏名と「なじらね片貝参加希

望」を添えて 

 参加者現在 57 名です 

早いもので師走、何かと慌ただしい年の瀬です。 

朝晩などは底冷えのする毎日ですが、皆様お変わり

ございませんか。 

さて下記要領で新年会を開催致します。故郷や花火

などの話をしながら、楽しい一日を過ごしましょう。 

お誘い合わせの上、多数のご参加をお待ち申し上げ

ます。 

会の動き 

理事会            2024/5/19 

 於 新潟県人会館 

 安達会長以下 14 名 

・ 総会開催要領について討議 

・ 会報発送 

片貝中学校同窓会総会  2024/6/9 

総会(2 面参照)        2024/6/30 

於 東京グリーンパレス 

納涼会           2024/7/20 

 於 こんごう庵(御徒町) 12 名 

片貝まつり   2024/9/13・14 

・ 記念行事同級会の出発式で

の挨拶と祝い酒 

・ 花火奉納(2 面) 

・ 相撲座敷での懇親会 

教育講演会(3 面)    2024/10/11 

理事会       2024/11/7 

 於 新潟県人会館 

 安達会長以下 17 名 

・ 広報ほか活動報告 

・ 新年会開催要領 

（右から 3 人目が相崎重明さん） 
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第 65 回東京片貝会総会は、片貝

町からのご来賓にもご臨席いただ

き、出席者計 87 名で賑やかに行わ

れました。 

事務局長の藤塚伸雄の開催宣言

の後、会長の安達亮一がご挨拶を

申し上げました。 

引き続き会計・会計監査・広報

の報告があり、母校を励ます会よ

り図書費を贈呈いたしました。そ

の後、ご来賓の皆様をご紹介し、

小千谷市市長の宮崎悦男様と片貝

町協議会会長の大矢幹雄様のご挨

拶を頂きました。 

そして陽光会の藤塚悟様の乾杯

の音頭に引き続いて懇親会が行わ

れ、思い出を語りました。また、

懇親会の中で、今秋の片貝まつり

で記念行事を迎える各同級会のご

紹介と伝統芸能保存会の皆様方の

演奏が行われ、最後には会員並び

にご来賓の皆様全員で木遣りを高

らかに歌いました。 
 

【会員出席者】（敬称略） 

（昭和21～39年卒） 

荒木 ムツ、佐藤 祐一(27)、黒﨑 勝、

吉原 武夫(28)、大矢 佐知子、藤塚 悟

(31)、安達 弘(33)、本田 秀幸、松井 京

子(37)、小野塚 和夫、芝 強(38) 

（昭和40～63年卒） 

相崎 俊夫(40)、安達 仁、安達 徹、

阿部 清、栗原知子、小林和弘、佐藤 

誠、本田 勇、山口 光夫(41)、安達 裕子、

安達 亮一、早川 芳枝(42)、内藤 富美子

(43)、藤塚 伸雄(48)、目黒 栄(49)、安達

智子、徳永隆浩(52)、松山朱実、相崎達

也、湊 邦子(53)、小野塚括吉、堀井 ひ

とみ(54)、佐藤 潤(55)、相崎清輝(57)、

友田 啓(58)、白石知子、淺田友則、飯

尾真由美(60)、竹原浩子(63) 

 

 
 

  

【東京片貝会へご寄付】（令和 6 年 4～10 月) 

下記の方々から会へのご寄付を頂きました。厚く御礼申し上げます。(敬称略) 

阿部修次(21)、石橋行夫(27)、安達 隆(28)、横田房枝(29)、小野塚清、後藤恵美子、平石和子(31)、安達 弘(33)、川

合かつ枝、佐藤篤司、本田秀幸、松井京子(37)、芝 強(38)、安達 徹、阿部 清(41)、安達亮一、勝又一司(42)、内

藤富美子(43)、黒崎 修(45)、藤塚伸雄(48)、徳永隆浩(52)、松山朱実(53)、安達良喜、小野塚括吉、堀井ひとみ(54)、

山口昌幸(55)、吉田貴裕(56)、相崎清輝(57)、友田 啓(58)、淺田友則(60)、名塚孝雄(H1)、根本 忠(片貝醫院) 

第 65 回総会開催 
思い出を語り、木遣りを歌い、大いに盛り上がりました 

6 月 30 日 東京グリーンパレス 

 

11 月 13・14 日に越後湯沢温泉で、にじ会の初の出会い旅

が行われました。 

参加は、男子 16 名 

女子 11 名の合計 

27 名でした。 

古希の奉納花火 

以来の集まりで、 

小中学校時代の思 

い出話などで盛り 

上がりました。 

 
私たちは、お客様のハコぶと演出、
そして想いをかたちにする集団です！

段ボール・プラ段・花火玉皮…

小千谷市片貝町2489-1
電話0258-84-4141

フーゲツ 検索

段屋風月 検索
段ボール製家具・遊具…

にじ会 出会い旅 

美好亭
小千谷市片貝町6505
TEL 0258(84)2107
FAX 0258(84)3334

－－食堂・会席－－

東京片貝会の花火奉納 

今年より 9 月第２金曜・

土曜の開催となった片貝ま

つりの２日目 14 日昼の部

で、本会の奉納による尺玉

を打ち揚げました。 

帰省した会員に地元で応

援してくれる仲間が加わ

り、会員の願いを込めての

木遣りをお立ち台で賑やか

に歌いながら打ち揚げを見

守りました。 
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講演骨子 

五十嵐さんはどうしても物ごとを覚え

にくい人や認知症、記憶喪失の人たちを

助け支える言語聴覚士です。家族の難病

でのリハビリや言葉が思うように出なく

なった人の話から、話す、聞く、食べる

ことなどに苦労する人たちの助けになり

たいと難しい国家試験をみごと突破して

この仕事に就きました。 

多くの人が毎日さりげなく会話をする

のとは違って思うに任せることができず、

ともすればいら立ちを隠せない患者さん

に対して、優しく自然な笑顔で、安心し

てもらいながら手助けしていくことが大

事だと五十嵐さんは語ります。 

五十嵐さんが活動する日本赤十字社で

の仲間で、ウクライナでの救助や人道支

援に取り組む平野亨子さんの紹介もあり

ました。平野さんは言葉の違いを乗り越

えて理学療法士の資格を得て、苦しい生

活を余儀なくされている派遣先の人びと

に向き合っています。空爆やサイレンに

日々脅かされる現地の人びととともに過

ごす中、日本の穏やかな日常に思いをい

たしつつ遠くの人びとのことも支援して

ほしいとのメッセージが伝えられました。 

家族や仲間との結びつきの大切さは五

十嵐さんも同じです。お互い励まし合い

ながら「自分はつづくよどこまでも」を

合言葉に、得意なこと、好きなことを見

つけていってほしい、積み重ねを大事に

して、またつらいことがあってもくじけ

ず歩んでいってほしいと生徒児童に温か

く語りかけて講演を締めくくりました。 

【母校を励ます会基金ご協力者名】 

（敬称略）（令和 6 年 4～10 月） 

阿部修次(21)、豊島文枝、友田善智(22)、長岡利

夫(23)、石橋行夫、荒木ムツ、佐藤祐一(27)、安

達 隆、黒﨑 勝、吉原武夫(28)、吉井 均、

横田房枝(29)、後藤恵美子、小野塚清、小林昌

子、平石和子(31)、諸我時夫(32)、安達 弘(33)、

川合かつ枝、大矢とらじ、佐藤篤司、本田秀幸、

松井京子(37)、小野塚和夫(38)、天野八重子、谷

内 弘、佐藤正志(39)、太刀川和雄、相崎俊夫

(40)、阿部 清、山口光夫、安達 仁、安達 

徹(41)、勝又一司、安達亮一(42)、内藤富美子(43)、

髙野昭人(47)、深江久美子(48)、徳永隆浩(52)、相

崎達也、松山朱実(53)、安達良喜、小野塚括吉

(54)、佐藤 潤(55)、相崎清輝(57)、友田 啓(58)、

飯尾真由美(60)、名塚孝雄(H1)、黒崎哲郎、山口 

巧(片貝) 

 
新理事よりひと言 

■輝友会 飯尾 真由美さん 

既に理事を務めている同級生からの声

がけで今年の新年会から参加させて頂い

ています。上京から長くなりましたがこ

こで皆さんとお話していると、片貝をと

ても身近に感じ温かい気持ちになります。 

ホームページからたどれる過去の会報

を見ると同級生の中学生の頃の文章があ

ったりで、私たちは子どもの頃から東京

片貝会と繋がっていたのだと実感します。 

これまで先輩方の故郷を愛する想いに

甘えてきたところがありましたが、これ

からは自分の想いとして皆さんと共有し

たいです。よろしくお願いいたします。 

■飛翔会 竹原 浩子さん 

来年五十を迎える年となり、片貝を出て

からの生活も長くなりました。その中で、

同郷者の集いの場、故郷を支える場とし

て、東京片貝会の存在に大きなものを感

じています。微力ではありますが、力添

えできればと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

【次号以降でも新理事の紹介予定】 

 

 前回記したように、特別な人物と認められて造営

された墳墓の場所は高台が選ばれた。それが片貝の

場合は今の小学校の敷地として削り取られ 

た十三畑の先端部であったと思われる。 

では朝廷に認められていた（または朝廷 

から派遣されていた）この古墳に埋葬さ 

れた「高貴な人」とはどのような人物だ 

ったのだろうか。考えられることは一つ。 

我が片貝村は古くは「浅原荘大貝郷片貝村」 

などと呼ばれていたという。従って、その 

講演を終えて 

五十嵐 貴子さん 

この度は東京片貝会教育講演会に参

加させて頂き誠にありがとうございま

した。当日は澄み渡る青空で、生徒児

童たちはそれに勝る澄んだ瞳で私の講

演を聞いて下さいました。 

 言語聴覚士という仕事は、まだ認知

度が低い業務であると私自身も認識し

ています。華やかさとは程遠く、どち

らかというと生活に密着した仕事で

す。しかし、必要な人に自身の知識と

経験を駆使して尽力できる専門性の高

い仕事です。患者さんと時に涙し、時

に喜び、人生の一部に関わらせて頂け

る事を嬉しく思います。先日頂いた感

想文の中に、自分も言語聴覚士を目指

したい、その様に展望を持って貰えた

事を知りとても嬉しく思いました。 

 この様な貴重な経験をさせて頂きま

したこと、準備にあたってくださった

片貝中学校の先生方、母校を励ます会

の方々、平成会の仲間に心より感謝を

申し上げますとともに、会員や片貝の

皆様のご健勝をお祈り申し上げます。 

片貝総合センターの『円筒埴輪』は語る（第 3 回）寄稿 若杉会 山口石根さん 

～第 42 回母校を励ます会 教育講演会～ 

「人と人を繋ぐ言語聴覚士としての私と
日本赤十字社の活動」 開催 

  五十嵐 貴子さん 第 43 回(平成 2 年)片中卒 平成会 

令和 6 年 10 月 11 日（金）片貝中学校にて 

高貴な人物とは浅原荘と呼ばれた荘園の管理者だった

のではなかろうか。 

やや時代が下るが平安時代後期の康平庚

子三年（1060 年）調製という「越後国地

図」（注）の中に「浅原」という地名を見つ

けることができる。ということはその頃も

「浅原荘」の名で呼ばれていたということ

だろうか。【完】 写真＝山口石根さん提供 

（注）「長岡郷土史」第 54 号 27 ページの「越後

平野形成」の項 
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母 校 近 況  
 
■小学校 長井教頭先生 

【スポーツフェスティバル】 

「もみの木魂 全力をつくし 勝ち

取れ！総合優勝」のスローガンの

下、全校児童が赤組と白組に分か

れ競技と応援で優勝を目指しまし

た。全校種目「１００枚カードめ

くり競争」を行いました。表は

「赤」、裏が「白」のカードを使用

し、赤組は赤のカードが多くなる

ように、白組は白のカードが多く

なるようにめくり合いました。 

【6 年生 佐渡修学旅行】 

 今年度も、佐渡島で様々な体験

活動を満喫してきました。小木湾

でのたらい船体験では、漕いでも

漕いでも前に進まなかったり、鼓

童の太鼓体験では、自分の体より

も大きな太鼓等、いろいろな種類

の太鼓を叩いたりすることができ

ました。 

【5 年生 妙高自然教室】 

 妙高自然の家で、２日間に渡っ

て宿泊体験をしてきました。1 日目

の昼食は野外炊事。午後の活動は

クラスの絆を深める「妙高アドベ

ンチャー」に取り組みました。２

日目は、森の中の小川を探検する

「源流探検」を行ないました。 

【ありがとうもみの木】 

（１面記事をご覧下さい） 

【校内マラソン記録会】 

 「グラウンド→十三畑→農道→

スポセン→グラウンド」をコース

にしたマラソン記録会。距離は 1・

2 年生：1ｋｍ、3・4 年生：1.5ｋｍ、

5・6 年生：2ｋｍを走りました。保

護者の応援を受けて、グラウンド

から十三畑に上がる苦しい坂道も

頑張って駆け上がりました。自分

のめあてに向かって努力する姿に

成長を感じました。 

 

 

 

 

 

■中学校 皆川教頭先生 

 片貝まつりが終わり、暑さが少

し和らいだ、9/24 に体育祭を開催

しました。スローガンは「 共に創

ろう～魅せろ！片中魂！感動のそ

の先へ～」、赤軍と青軍に分かれて

も、互いに競い、励まし合いなが

ら全校生徒で感動の体育祭を創り

上げていきたいという思いが込め

られていました。このスローガン

がプリントされたＴシャツを全員

が着て臨み、笑顔のあふれる大成

功の体育祭を全校生徒で創り上げ

ることができました。 

秋の新人大会には、野球部、男

子バスケットボール部、卓球部が

出場しました。野球部は小千谷中、

小千谷東中との３校で合同チーム

を組んでの出場でした。生徒数の

減少に伴い、小千谷市でも部活動

の地域連携・地域移行が今後進め

られていきます。  

 10/11には、東京片貝会教育講演

会を開催していただきました。誠

にありがとうございました。 

（教育講演会の様子は 3 面記事を

ご覧下さい） 

 

町のできごと  
 

■大地震の発生が指摘されている

長岡平野西縁断層帯にある「片貝

断層」の見学会が初めて仲使山で

行われた。同地は仲使山墓地の近

くにあり、土砂採取のため開発さ

れた場所。見学した人からは地層

の色の違いや断層がはっきり確認

できることに驚きの声があがった。 

■市制施行 70 周年記念式典で、五

之町の安達和弘さんが地方自治功

労の市制施行 70 周年特別表彰を受

賞した。 

■第 78 回新潟県美術展覧会の結果

が発表され、片貝町からは日本画

で相崎重明さん、工芸で黒崎剛さ

ん、写真で恩田美子さんと太刀川

加代子さんが入選した。 

■第 29 回にいがたねんりんピック

ゲートボール大会が開催され、片

貝クラブが 3 位となり、鳥取県で

開催される全国大会の出場権を獲

得した。メンバー（敬称略）は、

安達博栄（五之町）、浅田實（同）、

相崎修司（四之町）、相崎三津子

（同）藤塚厚子（町裏）、五十嵐晴

美（四之町）。 

■佐藤佐平治の遺徳を伝えるイベ

ント「祭る」が片貝ふれあい公園

（忍字亭庭園）で開催された。佐

平治ゆかりの品物を集めた「忍展」

も開かれ、約 4,000 人（主催者発表）

の来場で賑わった。 

■350 年ほど前に出現した地蔵を大

切にまつる「五之町地蔵様祭礼」

が 8/24 に五之町クラブ前で行われ

た。読経から始まり、午後 7 時か

らの演芸会では、神楽保存会によ

る神楽舞、子供会によるよさこい

など多彩な催しが繰り広げられた。 

■第 44 回小千谷市展が開催され、

日本画で寺町の山口文子さんの作

品「六月の満月」が新潟日報美術

振興賞を受賞した。 

■11/1、片貝中で新潟地方裁判所

長岡支部の出前講義「模擬裁判」

が開催され、3 年生 36 人が学んだ。 

令和 6 年５月より 

令和 6 年 11 月まで 

編集後記 

 

 

 

 

 

 

 猛暑続きの夏が終わったら、秋を

飛び越えてあっという間に寒くなり

ました。風邪など引かず、どうぞ良

い新年をお迎えください。新年会で

元気な皆様にお会いできるのを楽し

みにしております。 

 

広報担当 徳永・小林・ 

安達・相崎 

news@tokyo-katakaikai.net 
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